
【 調査結果の概要 】

 １　水産加工業の売上高規模

 　令和３年度の全国の水産加工業に

 おける売上高規模別にみた事業所の

 割合は、５千万円未満が42.3％と最

 も多く、次いで１～３億円未満

 （17.1％）、３～10億円未満（15.3

 ％）となった。

注： 割合については、表示単位未満を四捨五入しているため、

合計値と内訳の計が一致しない場合がある（以下同じ。）。

図１ 売上高規模別事業所数割合

表１ 売上高規模別事業所数割合（水産加工種類別）

〇 本調査の結果は、原則として令和３年度（令和３年４月～令和４年３月）の実績値である。

ただし、一部の項目（「従業者・実習生」、「海外展開」及び「借入金」）は、令和４年４月１日時点。

なお、上記期間での記入が困難な場合は、記入が可能な令和３年度の期間を含む１年間とした。

５千万円未満

（42.3）

５千万円～

１億円

（11.3）

１～３億円

（17.1）

３～10億円

（15.3）

10億円以上

（14.1）

事業所数

6,856事業所

（100.0％）

単位：％

計
5 千 万 円

未 満
5 千 万 円 ～
１ 億 円

１ ～ 3 億 円 3 ～ 10 億 円
10 億 円
以 上

100.0 42.3 11.3 17.1 15.3 14.1

水 産 練 製 品 100.0 45.2 12.2 16.4 14.8 11.5

水 産 冷 凍 食 品 100.0 24.3 11.4 17.5 24.3 22.6

乾 製 品 100.0 55.9 13.9 18.3 9.0 2.9

塩 蔵 品 100.0 39.7 6.8 19.5 17.6 16.3

く ん 製 品 100.0 35.5 12.9 12.9 24.2 14.5

水 産 缶 詰 ・ 瓶 詰 100.0 27.5 13.0 - - 59.4

海 藻 加 工 品 100.0 34.9 7.0 18.6 20.3 19.3

節 類 ･ 削 り 節 100.0 45.7 14.9 21.1 13.5 4.7

漬 物 製 品 ･ い か 塩 辛 100.0 44.9 3.0 18.3 19.8 14.1

そ の 他 加 工 食 品 100.0 42.6 13.3 15.3 11.7 17.2

冷 凍 水 産 物 100.0 24.3 6.4 15.7 27.3 26.3

飼 肥 料 ･ 魚 油 100.0 33.3 - 17.9 9.5 39.3

加　工　種　類

総 数

注：１ 水産加工業を営む事業所（水産加工場）とは、販売を目的として調査期日前１年間に水産動植物を他から購入

して加工製造を行った事業所及び原料が自家生産物であっても加工製造するための作業場又は工場と認められる

ものを有し、その製造活動に専従の従業者を使用し加工製造を行った事業所のことである。

２ 水産加工業の売上高とは、実現主義の原則に従い、商品等の販売または役務の給付によって実現した売上高、

営業収益等のうち、水産加工業によるものである。
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　　 ２　収支状況

　 　　　収支状況別にみた事業所数の割合は、赤字が46.5％、収支均衡が22.3％、黒字が

　　　 31.3％となった。　 

　 　　

　　　 

　　 ３　業況

　　　 　10年前（平成24年度）と比較した業況

　　　 別にみた事業所数の割合は、「悪化して

　　　 いる」（51.0％）及び「やや悪化してい

　　　 る」(17.0％）が合計で約７割を占めてお

　　　 り、「良くなっている」（10.3％）及び　　 　

　 　　「やや良くなっている」（10.5％）が合

　 　　計で約２割となった。

　　 　

　　　　　

悪化している

（51.0）

やや悪化

している

（17.0）

変わらない

（9.5）

やや良く

なっている

（10.5）

良くなっている

（10.3）

10年前は開業して

いない（1.7）

表２ 収支状況別事業所数割合（水産加工種類別）

単位：％

計 赤 字 収支均衡 黒 字

100.0 46.5 22.3 31.3

水 産 練 製 品 100.0 54.0 23.2 22.8

水 産 冷 凍 食 品 100.0 32.8 15.2 52.0

乾 製 品 100.0 51.1 22.3 26.6

塩 蔵 品 100.0 37.5 28.3 34.2

く ん 製 品 100.0 19.4 40.3 40.3

水 産 缶 詰 ・ 瓶 詰 100.0 23.2 11.6 65.2

海 藻 加 工 品 100.0 30.6 24.6 44.9

節 類 ･ 削 り 節 100.0 60.7 28.7 10.7

漬 物 製 品 ･ い か 塩 辛 100.0 39.2 30.4 30.4

そ の 他 加 工 食 品 100.0 39.8 25.2 35.0

冷 凍 水 産 物 100.0 56.5 10.1 33.4

飼 肥 料 ･ 魚 油 100.0 42.9 32.1 25.0

加　工　種　類

総 数

表３ 業況別事業所数割合（水産加工種類別）

図２ 収支状況別事業所数割合

図３ 業況別事業所数割合

単位：％

計
悪 化 し て

い る

や や 悪 化

し て い る
変 わ ら ない

や や 良 く

な っ て いる

良 く な って

い る

10 年 前 は

開 業 し て

い な い

100.0 51.0 17.0 9.5 10.5 10.3 1.7

水 産 練 製 品 100.0 63.8 17.0 5.5 8.9 4.3 0.5

水 産 冷 凍 食 品 100.0 33.0 5.5 16.3 20.7 19.5 4.9

乾 製 品 100.0 57.9 19.0 9.8 5.9 5.7 1.8

塩 蔵 品 100.0 28.7 31.6 17.3 12.1 5.2 5.2

く ん 製 品 100.0 - 35.5 9.7 17.7 37.1 -

水 産 缶 詰 ・ 瓶 詰 100.0 23.2 15.9 - 30.4 30.4 -

海 藻 加 工 品 100.0 38.5 23.3 10.3 15.6 12.3 -

節 類 ･ 削 り 節 100.0 62.6 16.6 7.8 13.0 - -

漬 物 製 品 ･ い か 塩 辛 100.0 58.2 16.0 6.8 8.8 8.8 1.5

そ の 他 加 工 食 品 100.0 50.5 16.0 9.0 8.7 14.2 1.7

冷 凍 水 産 物 100.0 43.4 13.3 10.0 13.7 18.2 1.4

飼 肥 料 ･ 魚 油 100.0 60.7 14.3 6.0 6.0 13.1 -

加　工　種　類

総 数

事業所数

6,856事業所

（100.0％）

事業所数

6,856事業所

（100.0％）
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　　 ４　直面する課題

　 　　　事業所が直面する課題（複数回答）については、「原材料確保の困難」をあげる事業所

 　　　が68.2％と最も多く、次いで「売上高・利益率の低下」（64.5％）、「生産経費の上昇」

　     （58.5％）となった。
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表４ 事業所が直面する課題（水産加工種類別、複数回答）

図４ 事業所が直面する課題

（複数回答）

単位：％

計
原材料確
保の困難

価格・品
質等の競
争 激 化

売上高・
利益率の
低 下

販路開拓
後継者の
育 成

従業者確
保の困難

生産経費
の 上 昇

流通経費
の 上 昇

ＨＡＣＣＰ
を含む衛生
管 理 へ の
対 応

グリーン冷
媒 の 冷 蔵
庫、冷凍庫
の導入を含
む環境問題
へ の 対 応

特に課題
は な い

そ の 他

100.0 68.2 37.0 64.5 33.8 29.8 46.7 58.5 44.4 35.7 15.3 1.8 2.1

水 産 練 製 品 100.0 69.8 46.6 77.6 38.1 33.3 34.6 62.4 43.6 33.3 19.4 0.6 0.6

水 産 冷 凍 食 品 100.0 65.3 42.3 46.7 30.4 25.1 62.1 52.2 44.6 27.1 18.4 2.1 3.2

乾 製 品 100.0 70.3 32.3 64.0 30.7 32.3 45.3 56.6 40.7 35.7 14.7 1.7 2.4

塩 蔵 品 100.0 51.8 41.4 62.2 27.7 30.9 58.6 58.6 53.4 39.7 15.6 3.6 -

く ん 製 品 100.0 82.3 27.4 45.2 54.8 37.1 45.2 72.6 45.2 45.2 27.4 - -

水 産 缶 詰 ・ 瓶 詰 100.0 76.8 76.8 60.9 60.9 46.4 53.6 76.8 53.6 23.2 7.3 - -

海 藻 加 工 品 100.0 54.5 54.5 66.8 40.2 20.9 35.2 56.2 56.2 40.2 1.7 - 3.7

節 類 ･ 削 り 節 100.0 79.2 45.5 84.4 44.1 24.6 40.3 68.7 54.5 46.7 9.0 1.2 1.2

漬物製品 ･ いか 塩辛 100.0 73.8 26.2 66.5 43.7 35.0 36.9 56.3 35.0 35.0 17.5 - 3.4

そ の 他 加 工 食 品 100.0 71.5 33.1 64.3 31.3 27.3 48.6 61.1 45.1 34.4 14.3 2.7 3.5

冷 凍 水 産 物 100.0 60.0 28.7 54.6 30.7 31.3 57.4 52.0 44.0 40.7 19.3 2.6 0.6

飼 肥 料 ・ 魚 油 100.0 75.0 19.1 50.0 19.1 13.1 44.1 50.0 19.1 6.0 6.0 6.0 6.0

加　工　種　類

総 数
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　　５　今後５年間の経営意向

　 　　 今後５年間の経営意向別にみた事業所数の割合は、「現状維持」が61.6％と最も多く、

 　　 次いで「事業規模を拡大したい」（20.0％）、「廃業したい」（10.9％）となった。

　　　

表５ 経営意向別事業所数割合（水産加工種類別）

図５ 経営意向別事業所数割合

事業規模を拡大

したい（20.0）

現状維持

（61.6）

事業規模を

縮小したい

（6.0）

事業転換したい

（1.5）
廃業したい

（10.9）

事業所数
6,856事業所

（100.0％）

単位：％

計
事業規模を
拡大したい

現状維持
事業規模を
縮小したい

事業転換
し た い

廃 業
し た い

100.0 20.0 61.6 6.0 1.5 10.9

水 産 練 製 品 100.0 20.3 60.7 6.7 1.9 10.4

水 産 冷 凍 食 品 100.0 40.6 49.5 4.4 1.1 4.4

乾 製 品 100.0 14.0 58.8 6.1 2.7 18.3

塩 蔵 品 100.0 19.5 64.2 8.8 - 7.2

く ん 製 品 100.0 37.1 62.9 - - -

水 産 缶 詰 ・ 瓶 詰 100.0 39.1 60.9 - - -

海 藻 加 工 品 100.0 22.9 66.8 1.7 1.7 7.0

節 類 ･ 削 り 節 100.0 15.6 55.9 11.6 1.2 15.6

漬物製品 ･ いか 塩辛 100.0 10.7 66.5 6.8 1.9 14.1

そ の 他 加 工 食 品 100.0 18.5 67.6 5.4 0.5 8.1

冷 凍 水 産 物 100.0 24.8 63.1 4.0 1.4 6.7

飼 肥 料 ・ 魚 油 100.0 7.1 79.8 13.1 - -

総 数

加  工  種  類
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